











































2.1. Self-Determination Theory （SDT）
まず Self-Determination Theory（以降 SDT）、自己決定理論では、Deci and 
Ryan（2002）や Ryan and Deci（2000）は、人間が生得的に持っている 3つ
の心理的欲求、つまり自律性の欲求 （the need for autonomy）・有能性の欲求 
（the need for competence）・関係性の欲求 （the need for relatedness）が満たさ






















2.2. Project-Based Approach （PBA）
本研究のプロジェクト重視の授業の基となる理論 Project-Based Approach 
（PBA）は、20世紀初頭の思想家 Deweyの経験主義教育を理論的背景とす
る （Beckett, 2006; van Lier, 2006）。Dewey（1938/1997）は ｢なす事によっ
て学ぶ｣ 事を提唱し、経験する事を教育プロセスの中心に置いた。さら
に、Deweyは協働で学ぶことの大切さも主張していることから、経験学習 
（experiential learning）2や協働学習 （collaborative learning）3 を重視するアプ






















きる範囲、つまり Vygotsky（1978）の最近接発達領域 （the zone of proximal 





confidence） の高まりが期待できる （Shirado, 2018; Stoller, 2006）。
2.3. SDTと PBAの関連性





































得を目指すこれらの学生 45人中、21人は 19歳、それ以外は 20～ 34歳と
年齢的に幅があり、しかも英語の学習履歴も様々であった。
3.2. 実践方法













第 2～ 3回 個人英語プレゼンテーション準備（ドラフト作成→添削→修正
→ペア練習）、Hello, English Units 1 & 2*
第 4～ 5回 個人英語プレゼンテーション実践（各自クラスメートの発表を
評価シートに書き込む）、Hello, English Units 3 & 4*
第 6回 評価シートを基に個人英語プレゼンテーションの振り返り、






動の練習）、Hello, English Units 10 ~ 12*



























回数 授 業 内 容
























表 2に沿って実践した小学校英語指導法の最終ゴールは、「班毎に We 




































授業実践の有効性を検証するため、第 2回目（事前 4/18）と第 15回目（事
後 7/18）の小学校英語指導法の授業内で、質問紙による調査を実施した。
（1） 英語学習における心理的欲求尺度の質問紙（英語学習アンケート I）： 
  全 12項目、5件法
（2） 英語学習における内発的動機づけ尺度の質問紙（英語学習アンケート 
  II）：全 7項目、5件法
・ （1）と（2）で事前事後に使用した質問紙（英語学習アンケート I・II、資料 
 参照）は、廣森・田中（2006）、田中・廣森（2007）の 2種類の質問紙 
 を目的と参加者に合わせて修正した。









英語学習アンケート Iの全 12項目の因子分析の結果、各 4項目ずつ自律
性の欲求（問 1～ 4）、有能性の欲求（問 5～ 8）、関係性の欲求（問 9～
12）の 3因子にまとまった（資料参照）。信頼性分析では、自律性の欲求が
0.66 Cronbach’s alpha、有能性の欲求が 0.78 Cronbach’s alpha、関係性の欲求
が 0.71 Cronbach’s alphaで、Cronbach’s alpha が 0.7以上とする Muijs（2011） 
の基準をほぼ満たした。1変量分散分析の結果交互作用に有意差があったた
め、単純主効果分析を行った。表 4が示すように、自律性の欲求：F （1, 87） 
= 54.70 （p < 0.01）、有能性の欲求：F （1, 87） = 104.02 （p < 0.01）、関係性の
欲求：F （1, 87） = 47.87 （p < 0.01） で 3欲求それぞれに有意差が見られた。









自律性の欲求 2.84  （0.52） 3.88  （0.65）
有能性の欲求 2.77  （0.75） 4.19  （0.64）
関係性の欲求 3.56  （0.65） 4.53  （0.66）
表 4：心理的欲求因子の単純主効果分析 
因子  平方和 自由度 平均平方和 F値 P値
自律性の欲求 16.02 1 16.02 54.70** .00
有能性の欲求 30.46 1 30.46 104.02** .00
関係性の欲求 14.02 1 14.02 47.87** .00






1～ 4）と外発的動機づけ（問 5～ 7）の 2因子にまとまった（資料参照）。
信頼性分析では、内発的動機づけが 0.69 Cronbach’s alpha、外発的動機づけ
が 0.73 Cronbach’s alpha。1変量分散分析の結果交互作用に有意差があり、
単純主効果分析を行った。表 6が示すように、内発的動機づけ：F （1, 56） = 










内発的動機づけ 2.87  （0.60） 3.98  （0.68）
外発的動機づけ 3.41  （0.79） 3.52  （1.06）
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表 6：動機づけ因子の単純主効果分析 
因子  平方和 自由度 平均平方和 F値 P値
内発的動機づけ 17.93 1 17.93 54.02** .00
外発的動機づけ 0.16 1 0.16 0.47 .50
















































































































ルを想定した模擬活動の計画と実践や小学校英語指導法の第 4 ~ 5回目のモ







































1. SDTでは、外的調整 （external regulation）、取入れ的調整 （introjected regulation）、同一視的調整
（identified regulation）、統合的調整 （integrated regulation） の 4つに外発的動機づけを分類している 
（Deci and Ryan, 2002）。
2. 本稿の経験学習 （experiential learning） とは、Deweyの思想や Piaget, Vygotskyの考えを基に発展し
た「様々な相互作用による実践を通して互いの経験から学びが促進される」とする Kohonen （2001） 
に基づく。
3. 本稿の協働学習 （collaborative learning） とは、Dooly （2008） や Oxford, R （1997）による「共通のゴー
ルに向かって自律的にかつ支援や協力をしあいながら作業を行う中で、互いの学びに責任を持ち、
新しい価値を創造していく活動」とする。
4. 文部科学省 （2018） による小学校高学年の移行期用共通教材。
引用文献
Beckett, G. H. （2006）. Project-based second and foreign language education: Theory, research, and practice. 
268
In G. H. Beckett and P. C. Miller （Eds.）, Project-based second and foreign language education: Past, 
present, and future （pp. 3-16）. Greenwich, Connecticut: Information Age Publishing.
Deci, E., & Ryan, R. （1985）. Intrinsic motivation and self-determination in human behavior. New York: 
Plenum press.
Deci, E., & Ryan, R. （Eds.） （2002）. Handbook of self-determination research. Rochester, NY: University of 
Rochester Press.
Dewey, J. （1997）. Experience and education. New York: Simon & Schuster （Original work published in 
1938）.
Dooly, M. （2008）. Constructing knowledge together. In M, Dooly （Ed.）, Extract from telecollaborative 
language learning （pp. 21-45）. Bern: Peter Lang.
Dörnyei, Z. （1998）. Motivation in second and foreign language learning. Language Teaching, 31, 117-135.
Fried-Booth, D. L. （1986）. Project work. Oxford: Oxford University Press. 
Fried-Booth, D. L. （2002）. Project work （2nd ed.）. Oxford: Oxford University Press.
Henry, J. （1994）. Teaching through projects. London: Kogan Page.
Kohonen, V. （2001）. Towards experiential foreign language education. In V. Kohonen, R. Jaatinen, P. Jaatinen, 
P. Kaikkonen, and J. Lehtovaara （Eds.）, Experiential learning in foreign language education （pp. 8-60）. 
Harlow: Pearson Education.
Muijs, D. （2011）. Doing quantitative research in education with SPSS （2nd ed.）. Los Angeles: SAGE.
Nunan, D. （1995）. Closing the gap between learning and instruction. TESOL Quarterly, 29 （1）, 133-158.
Nunan, D. （2004）. Task-based language teaching. Cambridge, UK: Cambridge University Press.
Oxford, R （1997）. Cooperative learning, collaborative learning & interaction: Three communicative strands in 
the language classroom. Modern Language Journal, 81, 443-456.
Ryan, R. & Deci, E. （2000）. Self-determination theory and the facilitation of intrinsic motivation, social 
development, and well-being. American Psychologist, 55（1）, 68-78.
Shirado, A. （2016）. Application of self-determination theory in a project-based language teaching classroom. 
Bulletin of Shukutoku University, No. 1, 35-43.
Shirado, A. （2018）. A project-based approach to Elementary School English Education: Quantitative and 
Qualitative Analyses. Unpublished Doctor’s thesis, Tsuda College Japan, Tokyo. 
Stoller, F. （2006）. Establishing a theoretical foundation for project-based learning in second and foreign 
language contexts. In G. H. Beckett, & P. C. Miller （Eds.）, Project-based second and foreign language 
education: Past, present, and future （pp. 19-40）. Greenwich, Connecticut: Information Age Publishing.
van Lier, L. （2006）. Foreword. In G. H. Beckett and P. C. Miller （Eds.）, Project-based second and foreign 
language education: Past, present, and future （pp. xi-xvi）. Greenwich, Connecticut: Information Age 
Publishing.
269小学校教員を目指す学生へのプロジェクト重視の英語の授業実践 ―自己決定理論の視点から―
Vygotsky, L. （1978）. Mind in society: The development of higher psychological processes. M. Cole, John-
Steiner, S. Scribner, & E. Soubernan （Eds.）. Cambridge, MA: Harvard University Press.
川喜田二郎 （1967） 『発想法』 東京：中公新書 .
川喜田二郎 （1970） 『続・発想法』 東京：中公新書 .
田中茂範 （2009） 「小学校の英語教育を考える―プロジェクトとしての英語活動」『英語教育』 6月号 , 
60-63.
田中茂範 （2011） . 「なぜ『プロジェクト型』学習なのか―英語教育における可能性」『英語教育』9月号 , 
10-12.
田中博晃・廣森友人 （2007） 「英語学習者の内発的動機づけを高める教育実践的介入とその効果の検証」 
JALT Journal, 29, 59-80.
文部科学省 （2017a） . 「小学校学習指導要領」. http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_
detail/__icsFiles/afieldfile/2017/05/12/1384661_4_2.pdf
文部科学省 （2017b） . 「教職課程コアカリキュラム」. www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toush
in/__.../11/.../1398442_1_3.pdf
廣森友人 （2003） .「学習者の動機づけは何によって高まるか―自己決定理論による高校生英語学習
者の動機づけの検討―」JALT Journal, 25, 173-186.
廣森友人・田中博晃 （2006） .「英語学習における動機づけを高める授業実践：自己決定理論の視点か










1 ------------------ 2 ------------------ 3 ----------------- 4 ----------------- 5
1（全く当てはまらない）     2（あまり当てはまらない）   3（どちらとも言えない）    4（まあまあ当てはまる）   5（最も当てはまる）
1. この授業ではプレッシャーを感じずに英語を勉強できると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
2.  この授業では、授業について自分たちの希望や要望を先生に伝える機会
があると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
3.  この授業では、先生は自分たちの授業に関する意見をある程度尊重して
くれると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
4.  この授業では、課題等について説明があったり質問したりできるので、
自宅でも学習しようと思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
5． この授業では、自分の努力の成果が実ったという充実感が得られるこ
とがあると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
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6．この授業では、「できた」という達成感が得られることがあると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
7.  この授業では、先生や仲間から「よくできた！」などと、頑張れば良い
評価をしてもらえると思う。  
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
8. この授業では、「がんばった」という満足感が得られることがあると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
9. この授業では、同じ教室の仲間同士で学び合う雰囲気があると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
10.  この授業では、ペアやグループ活動等で協力し合う雰囲気があると思
う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
11. この授業では、和気あいあいとした雰囲気があると思う。    
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
12. この授業では、同じ教室の仲間とうまくやっていると思う。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
II.  英語学習に取り組む理由について、Ｉと同じ基準で該当する数字に〇を
つけて答えてください。
1 ------------------ 2 ------------------ 3 ----------------- 4 ----------------- 5
1（全く当てはまらない）     2（あまり当てはまらない）   3（どちらとも言えない）    4（まあまあ当てはまる）   5（最も当てはまる）
1.  英語を勉強し続けていると今まで聞き取れなかった単語や言葉が分かる
ようになるのが嬉しいから。




 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
3. 勉強している時「あっそうか」「なるほど」と思うような発見があるから。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
4. 英語を学ぶことは、自分の成長に役立つと思うから。
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
5. 将来良い仕事に就きたいから。   
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
6. 英語を使えないと将来困りそうだから。  
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
7. 自分の将来のためには、英語は大切だから。 
 1 ---------- 2 ---------- 3 ---------- 4 ---------- 5
